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第３９回 宇宙科学・探査小委員会 議事録 

 

１． 日時：令和２年８月１９日（水） １４：００－１６：００ 

 

２． 場所：宇宙開発戦略推進事務局大会議室 

 

３．出席者 

（１）委員 

松井座長、常田座長代理、関委員、永田委員、竝木委員、山崎委員 

（２）事務局（宇宙開発戦略推進事務局） 

松尾局長、岡村審議官、川口参事官、吉田参事官、藤重参事官 

（３）関係省庁等 

文部科学省研究開発局宇宙開発利用課 藤吉課長 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 國中理事 

宇宙科学研究所 藤本副所長 

 

４．議題 

（１）新たな宇宙基本計画を踏まえた宇宙科学・探査の実行について 

（２）宇宙科学・探査ロードマップの改訂について 

（３）はやぶさ２に関する拡張ミッションの強化やサンプル分析への戦略的な

取組 

（４）その他 

 

５．議事 

○松井座長 では、時間になりましたので「宇宙政策委員会 宇宙産業・科学

技術基盤部会 宇宙科学・探査小委員会」第39回会合を開催いたします。 

 御出席の委員の皆様におかれましては、お忙しいところ御参加いただき、お

礼申し上げます。 

 本日は、大島委員、永原委員、松本委員が御欠席となっております。 

 宇宙開発戦略推進事務局に人事異動がありましたので、事務局よりお願いし

ます。 

○岡村審議官 行松の後任で８月１日に着任いたしました審議官の岡村です。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○藤重参事官 森の後任で８月１日に着任しました藤重です。よろしくお願い

いたします。 

○松井座長 本日の議題は「新たな宇宙基本計画を踏まえた宇宙科学・探査の
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実行について」「宇宙科学・探査ロードマップの改訂について」「はやぶさ２

に関する拡張ミッションの強化やサンプル分析への戦略的な取組」についてで

す。 

 まず、議題１「新たな宇宙基本計画を踏まえた宇宙科学・探査の実行につい

て」、議論したいと思います。 

 まずは、宇宙基本計画と工程表の関連部分について、事務局から説明をお願

いします。 

 

【事務局から資料１及び資料２について説明】 

 

○松井座長 ありがとうございました。 

 また、本議題に関連する部分として、JAXAより宇宙科学・探査プロジェクト

の現在の進捗状況について説明をお願いします。 

 

【JAXAから資料３について説明】 

 

○松井座長 それでは、今の説明に関して質疑をお願いいたします。 

○永田委員 JAXA主導ミッションへの海外からの参加に関する調整の、４ペー

ジ目の件なのですけれども、こちらはアメリカからといいますか、NASAからの、

機関間での事前調整をやりたいという要望が来ているところをもうちょっと詳

しく教えていただきたいのですが、これはNASAの要望としては調整したいもの

は件数なのでしょうか。それとも、個別のミッション提案を見て、これは参加

してよろしい、予算を出しましょう。これは予算を出しませんとか、そういう

調整を機関としてやりたいということなのでしょうか。 

○JAXA（國中所長） はい。まずはNASA SMD、宇宙科学部門では天文と惑星と

太陽圏というふうに分かれていて、彼らの考えとしては、この３つのカテゴリ

ーの中で１つ程度を海外協力していきたいと考えておるようです。 

○永田委員 ３つで１つずつではなくて、３つ全体で１つと。 

○JAXA（國中所長） いえ、違います。各部門で１つ程度です。 

 具体的に言いますと、現在、XRISMは天文領域で既にコラボレーションがあり

まして、つまり、天文領域では１つ埋まっているというのが彼らの考え方のよ

うです。ですから、今、XRISMが出荷されたのが見えてきたら、この領域の分に

ついてNASAが興味のあるもの、JAXAが進めたいものを議論し合って決めていこ

う。それから、惑星領域であれば惑星領域で考えていこう。太陽圏については

今、NASAとしてはSolar-C（EUVST）に費用提供していますので、これについて

も現在埋まっている。そんな考え方です。 
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○永田委員 大体、イメージが分かりました。 

 そうすると、余りミッションのステージが上がってから調整する話ではなく

て、ある程度、前段階での調整が可能ということですね。 

○JAXA（國中所長） はい。 

○永田委員 分かりました。ありがとうございます。 

○JAXA（藤本副所長） 可能ということと同時に、今、そういう国内での調整

メカニズムがありませんので、それをどうしていくかがもう一つの課題です。 

○永田委員 事項化した後でないと調整できないということではないと。 

○JAXA（藤本副所長） ないです。むしろ前倒しで調整しなければいけないと

いう形です。 

○永田委員 分かりました。 

○松井座長 これは深刻なのです。LiteBIRDとか小型JASMINEとかは、我が国が

やる計画であるわけですけれども、そこにNASAが参加するのを前提に考えてい

るわけですから、それが参加がないとなると、どうするかという非常に重要な

問題が今起こっていて、これは早急にどうするかということを検討してもらう

必要があります。 

○永田委員 今後も事項化した後にこういう話があるのかというのがすごく心

配だったものですから。 

○松井座長 事項化する前に、そもそもこういう我が国の中型・小型ミッショ

ンの在り方が検討できているべきです長期的・中期的・短期的な課題を、全部

含んでおり、これをどうするかというのは実は物すごく重要な問題だったので

すけれども、今まで全くこういう話が出てこなかったのです。ここ３月以降ぐ

らいですか。これはいつ頃から。 

○JAXA（國中所長） MoOのダウンセレクションが行われたのが３月です。 

○松井座長 私もこの件を知ったのはその頃でして、どうするかという話に今、

なっているのですけれども、今のところ、うまい解決策はないというのが現状

です。 

 この後、また議論してもらうのですが、技術のフロントローディングという

ものがあって、それと兼ね合わせで解決していく以外、今、道はないかなと思

っています。だから、フロントローディングというところで予算をつけて、自

前の技術開発を日本が少し進めて何とか解決していくぐらいしか現在のところ

解決策はないのですけれども、そういうこともこれから議論しなければいけな

い。 

○関委員 ２つご質問があるのですけれども、1つ目は今の永田先生のご質問に

関連していて、NASAとしては１件ずつくらいを同時進行でやりたいということ

であって、どれを選ぶかは日本側にフリーハンドがあるという感じの調整なの
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でしょうか。 

○JAXA（藤本副所長） はい。まさに９月１日に最初のテレコンをするという

話で進んでいる段階なのですけれども、その辺のところ、具体的な話は調整す

ると思います。 

 多分おっしゃっていることは、日本のミッションなのに、それを選ぶときに

NASAの意思が反映されるような形もあり得るのですが、それでいいのですかと

か、例えばそういうこともあり得るわけですね。 

○関委員 そういう枠組みなのか、そうではないのか。 

○JAXA（藤本副所長） そこはまさにこれから調整していくところで、このよ

うな場で皆さんの御意見を伺って、ぜひ参考にさせていただきたいと思います。 

 基本的には、先ほど所長が申し上げた各分野で１つずつというのもあくまで

も会話の中で何となくうかがえることなのですけれども、同じようなレベルで

は多分、NASAは中型で協力したいと思っているだろうとか、そういったことは

行間ではうかがえるわけです。そうなると、アメリカに参加してもらうと競争

力が出ますから、中型ミッションでアメリカが参加するものが選定において有

利になるのかとか、あるいは先ほど松井座長がおっしゃったように、そもそも

日本として狙うべきところがこういう枠組みの中で明らかになってきて、どう

いうミッションを打つべきかという事前調整とNASAとの事前調整は並行して進

むような世界になるのではないかとか、いろいろ考えられると思います。 

○関委員 わかりました。 

 ロードマップの議論とどう関連するのかが今一つわからなかったのですけれ

ども、結局、国際調整で中型計画が優先されると、小型計画はそもそも海外協

力を前提にしたようなものは選びにくくなるとか、日本自前の予算枠でできる

ような予算規模にしなければいけないとか、そういうところに関連するという

ことでしょうか。 

○松井座長 いや、中型も関係します。今、現実にLiteBIRDも関係しているわ

けです。だから、小型だけではなくて中型も関係するので、どうするかという

のは早めに考え方をまとめないと、これは非常に困る問題です。 

○関委員 ２つ目の質問をよろしいでしょうか。 

○松井座長 どうぞ。 

○関委員 ２つ目は戦略的海外についてなのですけれども、今年度、宇宙基本

計画がちょうど改定されて、冒頭のご説明ですと、そこで戦略的海外というも

のが科学技術外交とか、そういう人材育成の観点から前回とは違ってクローズ

アップされていた項目の一つだと認識しています。そうすると、私は委員にな

って日が浅いのでわからないのでお尋ねするのですけれども、今年度の予算要

求に目玉として出ていってもいいのかなと思ったのですが、そこはあまり連動
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しないものなのでしょうか。 

 こちらの資料で年10億円ぐらいという話があって、でも、具体的なこの表で、

令和２年度にはJUICEしかなくて、あまり反映されていないのが、ここでの議論

でこれから変わるのか、あまりここは連動しないのかという、その位置づけを

教えていただいてもよいでしょうか。 

○松井座長 それは背景を言いますと、去年の戦略的海外が幾らだったかとい

うのはちょっと定かに覚えていないのですが、この戦略的海外が決まったのは、

実は今年といいますか、予算要求的には来年度の概算要求に絡むようなタイミ

ングでいろいろなことが決まってきて、今、宇宙科学研究所のほうでこの戦略

的な枠組みに参加したいということになっているわけです。 

 それで、スタートするためには来年度の概算要求に入れないといけないので

すけれども、今回新たに初めて登場しているような話なので、これはもし参加

するのならば本当に急がないといけない問題で、基本計画の改定案にあるのだ

から、今年の工程表の中に入れ込んでもいいと私としては思っているわけです。

ただ、これは３つあるわけで、３つあるものがどのぐらいかかるのかという話

とかは今、何も出てこないので、年度別に３つを同時にやることはできないと

思うのですよ。 

 だから、これをどうやっていくかという話は多分、ここで話を聞いて、工程

表にどういうふうに盛り込むのかを議論しなければいけないのですけれども、

今、説明があった中にはそういう話はなかったわけです。それについて、どう

ですか。この３つをやろうとすると、どういうふうにやれるのか、具体的に。 

○JAXA（國中所長） 実は、一番出荷が早いのがHeraではあります。ですから、

これを時間的には早く事項化していただけると我々としては組み立てやすくな

ると考えています。 

○松井座長 予算としてはどのぐらいなのですか。 

○JAXA（國中所長） Heraについては多年度で７億円程度ではありますけれど

も、来年度については数億円、３億円ではなかったかなと思っております。 

○松井座長 そういうことが突然のように現れているということです。私もこ

の話を聞いたのは最近の話でして、前から知っていたわけでも何でもないので

すが、やはりやったほうがいいのだけれども、来年に向けてのいろいろなとこ

ろには準備はされてこなかったということです。 

 今、いろいろな問題が一度にどっと出てきてしまって、さっき言った中型・

小型のNASAとの問題、それから、この海外云々の問題、みんな重要なのですが、

一応違った問題なのですよ。ですから、これをどうするのかということをちょ

っと探査小委員会としては早急に判断しなければいけないだろうと思っていま

す。 
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○関委員 ちなみに、先ほど出荷というお言葉があったのですけれども、具体

的にこの３つは海外の計画なので、きっと打ち上げ予定とかももう決まってい

らっしゃると思うのですが、出荷がいつだという制約はあるのでしょうか。ど

こかに書いてあるのでしょうか。 

○松井座長 打ち上げは2024年とか2025年というふうに書いてありましたね。 

○JAXA（國中所長） そうです。引渡しが、２年ほど前に引き渡す必要があり

ます。 

○関委員 そうすると、１年の違いはかなり大きいということでしょうか。 

○JAXA（國中所長） はい。そうです。 

○関委員 分かりました。 

○山崎委員 すみません。また小型・中型のNASAとの問題とフロントローディ

ングに関して、１点ずつ質問させてください。 

 まず１点目ですけれども、クラリファイさせていただきたいのが、特に小型

JASMINEとLiteBIRDに関しては打ち上げ年度も決まって計画に入っているもの

ですが、当初の選定時の計画としてはNASAとの共同ミッションということを前

提にしていたものだったでしょうか。それとも、そこは抜きにして当初の計画

を進められていたのかと、当初の計画とどれくらい差異が出てくるのかという

ことをもう少し明確に教えてください。 

○JAXA（國中所長） LiteBIRDについてはかなり国際的な広がりを持って活動

を進められておりまして、ヨーロッパ、アメリカ、カナダといったところの参

加が想定されておって、それぞれの費用が投下されるという考えではあったの

ですけれども、このMoOの落選を受けてLiteBIRD側は組立て直しをしておって、

USの予算なしでも成立するような解を見つけつつあります。ただ、アメリカ側

も揺れ戻しがある可能性はあるので、アメリカをインバイトするような方法も

考えながら戦略的に活動を進めております。 

 もう一方、小型JASMINEを作るにも米国の寄与が大変重要になってきておりま

して、これには赤外線センサが必要で、これは米国の企業でしか作れないよう

な大変難しい技術領域が必要になっていますので、アメリカのさっきのセンサ

を使うことが比較的前提として進んでおったのですが、このMoOで不採択になっ

た関係で、ここはかなり再組立て、再構成、全体的にどういう活動にするかを

考え直す必要が出てきております。これを日本で開発に取り組むかとか、そう

いったパートナーがいるのかどうか。それから、どういう陣容でそれに取り組

むかというところからつくり直さないといけないような状態になっております。 

○山崎委員 状況はよく分かりました。この辺りの見通しを早急にということ

ですけれども、また見通しが立った時点でぜひ共有いただければ幸いです。 

 あと、フロントローディングに関してなのですが、資料３のページで言いま
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すと11ページに７項目、2020年度に実施する項目を書いてくださっています。

その中で、例えば技術レベルがどれくらいからどれくらいまで持っていくとい

うものがそれぞれ本当は一覧であると分かりやすいと思うのですけれども、そ

うした識別をきっとどこかで整理する必要があると思いますので、今日ではな

くてもいいので、まとめていただけると助かります。 

 あと、アルテミスなどにも関係するので、④のサンプルリターンカプセル、

それから、ローバ技術に関しては、具体的にどのように走っているのか、教え

ていただければ助かります。といいますのが、月表面に関しても科学的に多地

点でのサンプルリターン、あるいは多地点での分析が非常に大切であるという

ことが指摘されていまして、それに対してどう戦略を立てていくのかというと

ころを教えていただければと思います。 

○JAXA（國中所長） サンプルリターン技術については、これは宇宙科学研究

所としても大変重要な技術ですけれども、有人宇宙技術本部でも昨今、ISSから

のカプセル回収などを行っておって、JAXA全体を俯瞰しますと、研究開発本部、

有人宇宙技術本部、宇宙科学研究所というところがこういった技術領域に大変

興味を持っております。技術者が少しばらけており、かつ目標がちょっと散漫

になっておるところがありまして、JAXA全体でこれを再構築しようという活動

を今、進めております。その技術や人や関係企業がばらばらですと、せっかく

いい技術も雲散霧消してしまっていくことがありますので、そこを一つ統一し

ようではないかという活動を現在進めておるところです。 

 ある意味、出かけていくのにロケットが必要で、帰ってくるのにはカプセル

が必要で、そういう意味では輸送系の入り口と出口という意味では、この帰還

カプセルにJAXAとしてはぜひ注力するべきという考え方もありまして、それを

今、統合化を図ろうと努力しておるところです。 

 もう一方、ローバにつきましては、極域ローバはJSECでアルテミスの一環で

既に活動しておりまして、宇宙科学研究所としてはさらに遠くの天体、例えば

火星表面に降り立つ、それから、別の天体に降り立つような小さなロボティク

スというものを想定しておりまして、探査ハブでタカラトミーと共に共同研究

開発したような、おもちゃと言うべきか、小さなロボティクスと言うべきか、

我々としては小さなロボティクスとして取り扱っておりますけれども、こうい

ったものを発展させていく。例えば「はやぶさ」「はやぶさ２」で使いました

「ミネルバ」のような領域のものを我々としては少し想定はしております。 

○山崎委員 どうもありがとうございます。 

○松井座長 今の問題は、来年の概算要求に向けて非常に重要な問題なのです

けれども、去年、技術のフロントローディングというふうにフロントローディ

ングの中身を変えたわけです。ところが、去年は今、７つ挙げられているよう
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なことに対して、予算が３億円ぐらいだったのですよ。 

 それで、前からの議論でフロントローディングと基盤経費というものがあっ

て、基盤経費は数億円ぐらいの規模で、それでフロントローディング的なもの

をやっていた。ところが、それでは間に合わないからフロントローディングと

いう新しい費目をつくって少し本格的にやりましょうというのがフロントロー

ディングという発想です。 

 だから、それがMMXのときはプロジェクトと連動していてフロントローディン

グという格好だったのですが、去年は技術のフロントローディングとして変え

た関係があって、MMXのときは16億円ぐらいついていたわけです。だから、フロ

ントローディングというものはそのぐらいの規模を想定していたわけです。 

 ところが、去年下がってしまって、来年の概算要求で本格的に技術のフロン

トローディングをちゃんとやらなければいけないわけですよ。そのときに果た

して宇宙科学研究所のほうでその中身を持っているのかというところが今、私

としては気がかりなところで、去年までやっていたこの７つを続けるのか、そ

れとも、新たにやるのか。それで、予算がどのぐらいで考えているのかという

ところは非常にあいまいで、これがフロントローディングとしては重要なので

す。 

 それで将来的には、さっきから出ているLiteBIRDとか小型JASMINEで、例えば

小型JASMINEで赤外線の新しい検出器を開発する必要であるときに、本来は多分、

フロントローディングのほうで日本が独自に開発していくという道筋だってあ

り得るわけですよ。だから、いろいろなものが連動して一気に噴き出てきてし

まったから、来年の概算要求に向けてどうやって整理して着実にその次の年に

続けていくかというところが私自身もちょっとはっきりは見えないのですよ。

だから、ここで議論して、その辺、アイデアがあれば出してもらいたいと思っ

ています。 

○山崎委員 せっかくのこのフロントローディングの枠にしっかりと弾込めを

していきたいと思います。 

○永田委員 基盤経費とこのフロントローディング予算との違いなのですけれ

ども、多分、フロントローディング予算というものは近い将来のミッションに

つながるための基盤技術開発なので、少なくとも、このフロントローディング

はこれにつながりますというミッションがワーキンググループとしてなければ

いけないと思いますし、実際あると思うのです。 

 それで、そのワーキンググループの数は将来ミッション化する候補であって、

だから、将来ミッション化するスロットよりも弾としてはワーキンググループ

の数のほうが充実して多くあって、各フロントローディングで開発される要素

技術というものは複数のワーキンググループにひもづけしていて、だから、そ



9 

 

こから選ばれて限られた数のスロットに入ったとしても、どれかのワーキング

グループにひもづけされていて、それは生きていくという絵がちゃんと見えて

いるのが技術のフロントローディングで開発すべき技術要求なのではないのか

なというのが僕のイメージなので、その辺の各７項目にひもづいているワーキ

ンググループがもうちょっと明確に見えるとイメージしやすいのかなと思うの

です。 

○松井座長 何か宇宙科学研究所のほうで。 

○JAXA（國中所長） おっしゃるとおりで、かなり近い将来プロジェクト化さ

れるように資する技術というところに注力して選ばれております。特にこの６．

と７．というところはまさに冷凍機技術ですので、SPICAであるとかLiteBIRDに

直接的に寄与するもので、むしろSPICAであるとかLiteBIRDに特化したものでは

なくて、共通項として選ばれた技術がここで開発されるのだと。ですから、両

方に資するのですという考えの下、この６．と７．は選ばれております。 

○永田委員 だから、ミッション化が近いものにひもづいていたり、ワーキン

ググループにひもづいていたりという、いろいろなところにひもづいているの

がこれらの７項目であるということですね。 

○JAXA（國中所長） はい。そうです。 

○竝木委員 このNASAとの機関間調整でも戦略的海外共同研究でも国際協力が

増えていくと、コミュニティをリードする日本の司令塔としてのJAXAとか宇宙

科学研究所の役割が非常に重要になってくるのだと思います。そのときに、こ

れまではやはり宇宙科学研究所はものづくりというものに非常に力を入れてこ

られていて、なので、フロントローディングも技術のフロントローディングだ

ったのですけれども、ソフトウエアといいますか、やはり科学とかでも世界の

最高の科学者が宇宙科学研究所にいるという状態をつくっていて、コミュニテ

ィもそこで引っ張っていくようなことがこの先、必要になっていくのではない

かと感じています。 

 それが果たしてフロントローディングという形で補えるのかどうかはよく分

からないのですが、今までのものづくりよりはソフトウエアというものに移っ

てしまうと、ソフトウエアはお金がかからないから予算が減らされるような心

配もありますし、個人的にはJAXAの独り勝ちになるのはあまり好まないのです

けれども、いずれにせよ、何かそういう面の強化はこの先、必ず必要になって

くるのではないかと感じています。何かそういうものもどこかで議論すべきで

はないか。そういう方針転換はどこかで考えに入れるべきではないかなと思い

ます。 

○JAXA（藤本副所長） ソフトウエアというものは多分、ハードウエアに対し

てソフトウエアとおっしゃるので、必ずしもソフトウエアのことをおっしゃっ
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ているのではないのかなと思うのですけれども。おっしゃるように、宇宙科学

研究所にいるメンバーのハードコアのメンバーはほとんどミッションをつくっ

ていく人間なのですが、一種の企画する側の要素をもっと詰めたほうがいいの

かとおっしゃっているわけですね。でも、御自身のおっしゃったように、その

ためには理工学委員会というところがあって、そこでの御意見を尊重してとい

うやり方をしています。 

 その一方で、時間スケールが重要。物事の変化する時間スケールは物すごく

速く、かなりの人数の委員会の方の合意を取るとかということがなかなか間に

合わないような状況も見えてきていて、それをどうするかというのは今、まさ

に悩んでいるところです。 

○松井座長 今、そんな悠長な議論をしている余裕はなくい。というのは、技

術のフロントローディングをどうするか、来年の概算要求に向けて今年の工程

表にどういうことを書き込むのかとも関係するし、LiteBIRDも小型JASMINEもど

うするのかというのがこういう問題に関係しているわけです。 

 要するに、LiteBIRDは冷凍機という関連技術が今、去年のフロントローディ

ングの中に入っていると言っているのだけれども、では、それを来年以降の技

術のフロントローディングでどうするかです。重点的に開発して、日本の計画

として遅れがないように進めていくのか。小型JASMINEの赤外観測でもいいです

が、それもどうするのかというのが今のこのフロントローディングの話にも関

係しているわけです。それを早く考え方ぐらいは整理して、この小委員会で出

さなければいけない。 

 だから、それをどうするのかということをまずもって優先的に考えて、将来

的に10年のスパンで何か考えるという話とは別に、もっとずっと短期的に、そ

れは今の宇宙科学研究所の中でどこでどういう議論をして早急に結論を出して

いくのかについて、何か御意見はありますか。 

○永田委員 結局、今の公募型小型で150億円、戦略的中型で300億円という予

算枠が根本にあるのだと思うのですけれども、現状、例えば150億円の中のミッ

ション部分の中で海外から参加する部分の費用と国内の部分の費用を見比べて

みると、国内分の費用というものが半分あるかないかのミッションが結構ある

のですよ。そうすると、海外からの参画がなくなってしまうとミッション部分

が半分がさっとなくなってしまって、ミッション価値そのものに響いてくると

いうのがやはりかなりまずい。 

 だから、例えば理工学委員会でこれはサイエンスとして価値がありますとい

うことを評価するときには、何十億円のロケットを使って打ち上げるわけです

から、ここの部分は達成可能というところの価値を認めて推薦したいのですが、

実際はやはり海外から参加する部分のミッションは計画書の中に書いてあって、
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これの調達は確かなのでしょうかという議論は絶対にやるのです。それで、こ

れだけ話がついているので、絶対これは大丈夫ですという話を信用して推薦す

るのですけれども、それが事項化したらこういう話になってしまうわけですね。 

 ですので、結局、それは日本に技術がないからできないという話では必ずし

もなくて、やはり観測装置を開発するためには労働力がかかるわけですから、

その分の人件費は結局予算になって、その開発する工数を払うためのお金がな

い。150億円の枠の中で収まらないから出てくるという話もあるので、結局はこ

の予算を見直さなければいけないとは思うのですが、でも、前回の会議のとき

に松井座長がおっしゃったのが、10年で2300億円という数字が必ずしも広く共

有されているわけではなくて、みんなに共有されているのは公募型小型が150億

円で、戦略的中型が300億円ですから、10年でそれを何発やって、中型を何発や

ってということは10年で大体このくらいの予算枠ですねとみんなぱぱっと計算

して、それが共有されるのだという話がある。 

 だから、では、150億円ではちょっと足りないから200億円にして、その分、

４回に減らしましょうといったら、４回掛ける150億円という数字だけが外に出

ていって、ただ単純に減るのですという話をされていたので、まずはこれを崩

さなければいけないといいますか、公募型小型という枠と離れたイメージのも

のを新たにつくり直す必要もあるのかなと一つ思っています。 

 それのやり方の一つとして国内でのミッションと、それから、海外から受け

られる国際協力ミッションという２つの枠をつくってしまって、例えば10年で

国内ミッションを３個、海外協力小型ミッションを２個とか、そういう枠の見

せ方をして、お金はそれぞれ幾らかかりますかという共通理解を組み直すのも

やったら多少効果があるのかなと思ったのですけれども、そんな単純な話でも

ないのですか。 

○松井座長 いや、もっと単純です。別に今だってできるのです。要するに300

億円、150億円というのは目安だから、別に150億円が180億円になっても、ある

いは300億円が350億円、400億円になっても僕はそれはそれで構わないと思いま

す。というのは、状況が変わったら臨機応変にやっていかなければしようがな

いので、５年前ぐらいに決めたことをそのまま杓子定規に受け取ってやる必要

は全然なくて、もっと柔軟に考えればいいのですけれども、宇宙科学研究所の

人たちが割とそこを杓子定規に考え過ぎているところがあるわけです。 

 だから、もうちょっと自由に発想してこうなりますということを言えばいい

のですが、無理にそれに合わせようとすると今、言ったようにがちがちに、今

の話でいけば150億円で例えば30億円ぐらいをアメリカに負担してもらって180

億円ぐらいのミッションを150億円でやろうとすると小型JASMINEみたいな話に

なるわけです。 
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 今、私が言っている提案は何かといったら、技術のフロントローディングで

30億円カバーすればいいではないですかという言い方をしているわけです。だ

から、もっと柔軟に考えて、柔軟に運用し、予算を要求していくようなことを

やればいいのですけれども、それがないので今、こういう話をしているわけで

す。 

 だから、例えば今、具体的に来年度の概算要求で、赤外線カメラの開発で何

十億円か必要の場合、そういう提案と連動して、それが小型JASMINEをやる上で

必要ですとか、いろいろな物語はつけられると思うのです。 

○永田委員 予算取りのテクニカルな話ですね。 

○松井座長 僕はそう思っているのです。 

○永田委員 例えばJASMINEにかかる費用のうち、ほかのミッションとかワーキ

ンググループとかにひもづけできるものは外出しにしてフロントローディング

枠で要求するという。 

○松井座長 例えばです。今、あなたがおっしゃっているような意味で将来的

には変えればいいと思いますが、今、そんなことは間に合わないから、ロード

マップ改訂ぐらいのタイムスパンで、今の状況、LiteBIRD、小型JASMINE、それ

から、戦略的海外。それを全部同時に解決していかなければ先がないわけです。

取りあえず、来年を乗り切らなければ、それをどうするかという話をしている

のであって、将来的にはそれでいいと思うのです。だから、宇宙科学研究所に

はその具体案を提案してもらいたいと思っているわけです。今のことを具体的

に解決するにはこういう案がありますということを言ってくれれば我々として

は議論できると思うのですよ。 

 その辺はどうですか。 

○JAXA（國中所長） そういった組立て直しを、技術のフロントローディング

については、最初の年ですので、これをなるべく成功をもって皆様にお示しし

て、さらに拡大していくことを考えております。ですから、本年度は比較的に

成果が短い時間で取れるものを中心に選んだという経緯があります。さらに大

きな費用枠に発展して。 

○松井座長 いや、今年というか、去年の概算要求で今年度の予算がついてい

る話は今はどうでもいいのです。そんな話をしているのではない。別に過去の

話をしているわけではない。未来に向けての話をしている。 

○JAXA（國中所長） そういった費用枠としてフロントローディングを発展し

ていきたいものだと考えてはおります。 

○松井座長 ちょっと待ってください。 

 常田さん、どうぞ。 

○常田座長代理 今、議論となった文部科学省の資料の「３．技術のフロント



13 

 

ローディング」ですが、具体的に実際のミッションにつながるものでないとと

ても予算要求できないと思います。2020年度に７つの項目があります。ちょっ

と網羅的過ぎで、どれが感度が高いのか、要するに、これをやると実際のミッ

ション実施につながるか、という観点で一つ一つ見ていく必要があると思うの

です。 

 そういう意味で、例えば３．項の軽量薄膜太陽電池というものは、これがな

いとDESTINYは重量的に成り立たないと理解しているので、DESTINYをやるため

には３．項は必須である。だから、非常に重要である。一方、これはもう開発

が完了しているのではないか、本当に今、フロントローディングが要るのかど

うか、もうプロジェクトの中に入れてしまってよいのではないか、という疑問

があります。 

 それから、６．項と７．項の冷凍機で、この７．項の話は10年前からやって

いるので、本当にこれは成果が出るのかという質問はあります。SPICAにも

LiteBIRDにも冷凍機は要るので、６．項は非常に大事です。もう一つ、住友重

機が今、冷凍機を使うミッションが減っており困っており、そこのてこ入れと

関連して、６．項をどうするかというのがあると思います。 

 ４．項のEDLですが、これはJAXAが火星に着陸しようと思ったら、取りあえず

の手段はこの４．項しかないと理解していて、やはりJAXAの意思として火星着

陸をやりたいかどうかで４．項をどれだけに位置づけるかというのがあると思

うのです。 

 それで、ここに書いていないことで、JASMINE、SPICA、LiteBIRDに共通して、

いずれも焦点のセンサを外国に依存して採択されなかったという事実がありま

す。SPICA、LiteBIRDはTESという超伝導画像素子を使いますが、それは日本に

は今ないわけです。フロントローディングとして日本で開発するのかしないの

か。SPICAもLiteBIRDも少しセンサのタイプは違いますけれども、似たようなも

ののときに、そこの判断が要ると思うのです。ゼロからの開発は大変だから、

何とか国際協力の枠組みで外国に担当してもらおうと意見もあると思います。 

 それから、JASMINEの赤外センサは国内でも良いものを開発できる芽があるの

で、そういうものを入れていくか入れていかないかもあります。先ほど申し上

げた３つのミッションで敗退した技術要素を分析してフロントローディングに

組み込むか、依然として国際協力の枠組みで調達しようとするか、これらのこ

とについて宇宙科学研究所の判断が示されないと、ちょっと2021年度のフロン

トローディングの概算要求をしにくいと思うのですが、その辺はどうですか。 

○JAXA（國中所長） 軽量薄膜太陽電池というものはDESTINY+に使うものではな

くて、もっとソーラーセイルとか、膜面展開型のものを考えておって。 

○常田座長代理 DESTINY+用の素子は、もう開発を終わっているのですか。 
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○JAXA（國中所長） はい。完成品のものを使います。 

 そういったものがあれば、そういった薄膜太陽電池のようなものがあれば、

もう木星にはJUICEで出かけていくことになっておりますので、さらにその先、

土星をターゲットにするときには、こういった技術がないとどうしても土星に

は進出できないということがあります。 

 それから、おっしゃるとおり、このEDLは火星表面に降り立つために必須の技

術であると考えておって、これを獲得しないことには宇宙科学の領域で火星表

面には行き着けない。ですから、これをぜひとも獲得したい。これと同時並行

して、Planetary protection、惑星検疫の課題も解決しなければいけないので、

こういった陣容を今、厚くするべく人材を求めております。もう人材が近く着

任することが決まっております。 

 先ほど御指摘のあったTESですけれども、これは考え方としては、技術を短期

的に、技術開発のために短期的に費用を投下しても、もちろん、それであるミ

ッションはできるかもしれませんが、それを維持・発展させる企業と、その企

業が宇宙科学ではない領域で生き残れるようなビジネスモデルというのでしょ

うか。そういったものまでセットで考えないと、ここでこのセンサのために一

瞬、費用を投下して物ができても、なかなかサステナブルなことにならないの

で、そういったことも考えなければいけない、この領域になっておって、なか

なか判断が難しいと今は考えております。 

 それから、スターリングエンジンについては、SHI問題もありますけれども、

これについてはまさに日本が得意とするところでありますし、センサの高感度

化には大変有効な手段であって、これは手放せないと思っておりますので、か

つ日本が世界から請われている領域でもありますので、ここはフロントローデ

ィングをしてでも費用投下するべきところというふうに抽出しております。 

○松井座長 だから、まさに今のような網羅的な答えを期待しているのではな

い。今、常田さんが指摘した問題に対して、例えばLiteBIRD、小型JASMINEにつ

いてはどうするのか。今の話をそこに結びつけてどう解決していくのかという

提案をしてもらいたいと言っているわけです。だから、これも必要、あれも必

要で、全部をフロントローディングでやりますというのは最初、去年の段階で

はいいけれども、今年からはもうちょっとそれを絞り込んで、順番をつけてこ

ういうふうにやっていきますという戦略がないとおかしいでしょうということ

なのですよ。 

 それと、小型JASMINE、LiteBIRDの課題をどう乗り越えていくのか。今、アメ

リカが参加しないときにミッションとしてどう成立させていくのかという方策

とも結びつけてほしいというのが私の希望ですから、それに対する答えを期待

しているわけです。宇宙科学研究所はこういうふうにすればそれはできますと
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いう提案をしてくれないと、ここでこうすればいいのではないですかなどとい

う案は出てこないのだから、それをこういう場で提案してくれないと、こんな

議論を幾らやってもしようがないです。 

 だから、そういう見込みはあるのか。それとも、最初からそれを放棄、要す

るに今、私が言っている話は無理、ソリューションはありませんという話なの

ですか。だから、ミッションを先延ばしする以外ありませんということなのか

どうかですよ。 

○JAXA（國中所長） 例えばLiteBIRDも今、申し上げたような冷凍機の問題や

センサの問題、たくさんあるわけで、それが全部フロントローディングレベル

で解決できるとは思っていませんので、少なくともフロントローディングで今、

芽出しして解決できるところ、例えば10個の問題があったら、フロントローデ

ィングレベルで３つや４つは解決しておく。それで、プロジェクト化したとき

に集中しなければいけない数は減らしたほうが有利に決まっていますから、か

つ解決の見込みがあって、それから、いろいろな領域への波及効果も高いとこ

ろに今、費用も少ないものですから、当面のフロントローディング枠は充てて

います。 

 おっしゃるとおり、このフロントローディング枠を拡大することのためにも

そういった計画的・網羅的な計画を立てるべきと、御指摘のままだと思ってお

ります。今日は、それはこういうものですと。 

○松井座長 それはいいのだけれども、では、LiteBIRDはどうすれば実施でき

るのですかというのも一つ聞いているわけです。そのときにフロントローディ

ングをどう使えるのか。それから、使えなかったとしたらどういうふうに解決

するのか。それがなければ、これはプロジェクト化も何もないではないですか。 

 多分、私が文部科学省の役人だったら、そういうことをきちんと説明してく

れなければ、こんなものは予算要求できませんよ。今の説明を聞いていたら、

概算要求にとてもこういう話は入れられない。今のようにあなたが答えている

ような答え方では、私のレベルだっておかしいと思うのだから、財務省相手に

そんな説明はできないではないですか。だから、もうちょっと具体的に今、こ

ういう状況の中でどうすれば来年を乗り越えて、再来年、その先に続けていけ

るのかという案を宇宙科学研究所がつくってくれなければしようがないのです

よ。 

 だから、それが無理なら、今、言っていることを全部御破算にして、全く新

しい枠組みを考えなければいけないということです。要するにプロジェクト化

も諦めて別のことを考えるとか、この委員会としてはそういう決断をしなけれ

ばいけないです。 

○JAXA（國中所長） LiteBIRDは次年度に向けてすぐさま早く進められればあ
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りがたいことはありがたいですけれども、まだその期にはないと思っておって、

次年度に向けてはそのLiteBIRDや小型JASMINEをすぐさま事項化して加速しな

ければいけないというふうにはまだ手前かなと思っておるのですが、今、まだ

フロントローディングで技術を拡充していく範囲かなと思っているのですけれ

ども、それよりも次年度に向けては戦略的海外共同枠といったところを進めさ

せていただきたいと、考えております。 

○松井座長 それは全然、私には説得力がないです。だって、LiteBIRDはいつ

打ち上げるということが書いてあるわけです。それで、具体的にNASAで協力で

きないといけないものは何でしたか。どうしても日本ではできないという技術

が入っている。 

○常田座長代理 TESです。超伝導センサです。 

○松井座長 だから、それをどうやって克服するのですか。全然答えになって

いないでしょう。アメリカが参加しないときに、LiteBIRDの見通しというもの

はどうやってつけるわけですか。 

○JAXA（藤本副所長） 私のほうからお答えします。 

 LiteBIRDに関しては、技術のフロントローディングという視点では冷凍機と

いうことについてずっと意識して進めています。アメリカ側の問題ですので、

JASMINEについても、LiteBIRDについても、どちらもセンサです。 

 センサに関しては、ここには入れていません。技術のフロントローディング

という意味で入っていません。そこに関しては、常田先生を前にして申し上げ

るのはあれですけれども、センサに対して日本としてどう取り組むというのは

かなり大きな決断ですので、今回のNASAの件があって、ちょっとそこに考えが

及んでいなかったのはこちらが足りなかったところはおっしゃるとおり。技術

のフロントローディングの項目としてセンサを入れるかどうかというのは少し

考えさせてください。それについては、ここでカバーするという発想はなかっ

たです。申し訳ありません。 

○松井座長 MMXのときに技術のフロントローディングで入れたのは何だった

のですか。 

○JAXA（藤本副所長） 着陸技術のところです。 

○松井座長 センサではないのですね。 

○JAXA（藤本副所長） センサではないです。 

 それで、先ほど山﨑委員のおっしゃったことと絡むのですけれども、実はこ

の技術のフロントローディングという話を、これは宇宙科学のための技術のフ

ロントローディングということでサポートしていただいているのですが、JAXA

の中でも少し知られるところがありまして、JAXAとして日本の宇宙開発のため

にこういうものを取ってもいいのではないのかということを考え始める人が出
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てきました。そこまで広がると、例えばセンサについても、技術のフロントロ

ーディングという話をするときに、宇宙科学のための技術ではやはりなかなか

大変で、担当してくださるメーカーがその先、どういうことを考えられるだろ

うかと関連してきます。 

 センサの場合は特に、やはり宇宙科学だけだとどれだけ支えられるのだろう

というところで躊躇する部分があるので、JAXAとしてこういう技術のフロント

ローディングということを考え始めると、例えばセンサみたいな大きな話にも

手が出せるかどうかはここ１～２週間ぐらいでちょっと話をしているところ、

松井先生の御指摘のように、技術のフロントローディングを使ってセンサをど

うにかするという発想は今までなかったので、そのことについては本当に正直

に足りなかったのは認めざるを得ないです。 

○松井座長 では、小型JASMINEは。 

○JAXA（藤本副所長） 小型JASMINEの残りのスタイルの問題は、まさにセンサ

ですよ。そこは実は天文台の方もいろいろ考えておられるので、本当にそこは

難しい問題だという認識はしていたけれどもというところです。 

○松井座長 難しい問題であることは分かるけれども、小型JASMINEとLiteBIRD

はどうするつもりなのですか。 

○JAXA（藤本副所長） LiteBIRDそのものについては、チームとも話合いをし

ていますけれども、NASAがなくなった分のリカバーをどうするかについては、

まだ話合いをしている段階なので、それはミッションを遅らせるしかないのか

なというのが正直なところです。 

 LiteBIRDに関しては、これは本当に日米欧の三極が組んでの協力なのですが、

ヨーロッパ勢はアメリカがいなくなったほうが面白いと面白がっていて、アメ

リカがいなくなった分を日欧でカバーしてやろうではないかという言い方をし

ています。その一方で、それは本当に現実的なのかという問題と、アメリカも

NASAは方針転換があったからという言い方を今はしていますけれども、XRISMの

次に日本の主導ミッションの何に参加したいと思っているかといいますと、そ

れは明らかにLiteBIRDを意識していないわけはないです。それは非公式の行間

ににじみ出てくる話なのですが、ですので、アメリカのLiteBIRDの貢献を取り

返すということは選択肢の中の一つ、こちらが考えている作戦の一つではあり

ます。 

○松井座長 だから、それは結局、永田さんが指摘した問題なのですけれども、

理工学委員会で認めるときに、センサの問題まで含めて実施可能だと。サイエ

ンスのゴールはこうなのだからと認めているとすると、今のような状況になっ

たら認められるわけがないわけです。 

○永田委員 そういう話になってしまいますね。 



18 

 

○JAXA（藤本副所長） それで、新しいやり方ですと、実は事前に調整をしま

すから、こういうことは事項化した後に不整合が起きることはなくなるわけで

すけれども、コミュニティとしてミッション選定する前に、ある種の境界条件

が狭まってしまうことは受け入れざるを得ない。それはそれで大きなディシジ

ョン、大きな決定ですので、理工学委員会と御相談している。そういう段階に

なります。 

○永田委員 冒頭お伺いしたのがまさにそれが理由で、その調整がついた上で

理工学委員会としては推薦したいというのがあると思います。 

○JAXA（藤本副所長） でも、それは選択の幅が狭まってしまいますけれども

ということです。 

 海外ミッションがないものについては、それはまさにフリーです。 

○永田委員 そうです。 

○松井座長 だから、極端なことを言うと、日本の方針として、戦略的海外み

たいなものだけでやっていく。日本独自のミッションはもう諦めるということ

だって、今のような話を聞いているとあり得るわけです。 

○JAXA（國中所長） ただ、日本独自のミッションでこそTRLなり技術力が上が

って、海外からの評判が良くなって、そうでないと我々は請われない、呼ばれ

ない。 

○松井座長 いや、だから、それは工学が幾らしっかりしていても、積んでい

くミッションがなかったら日本は打ち上げだけやりますという話ではないです

か。今の話はセンサで、センサがなかったらサイエンスは意味がないのだから、

そこのところをどう考えているかですよ。 

○JAXA（國中所長） ただ、世界協業という考え方もありますし、全領域で日

本が背負うのもなかなか現実的でない。 

○松井座長 だから、それだったらもう諦めるのも選択肢の一つでしょうと言

っている。あるいはどちらかに絞る。全部やりますということができないとあ

なたは言っているわけだから、それだったら、それに対応した、基本計画にし

ても工程表にしても組み直さなければいけないわけです。 

 できないものを入れてやっていくのはおかしいでしょう。我々は責任を持て

ないわけだから、これはすごく重要な問題ですよ。そんな簡単にどうと結論は

出ない話で、だから、長期的な話としては、ロードマップのところで中型、小

型等は全部見直しますとしているのだけれども、それとこの目の前の問題がみ

んな連動しているのです。だから、どうやってそれを、来年はどう乗り越え、

再来年はどう乗り越えて、この長期的なものと結びつけていくのかというのを

今年議論しなければというので急いで開いているわけです。 

○関委員 関連する質問をよろしいでしょうか。 
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○松井座長 どうぞ。 

○関委員 やはり理学側の一研究者としては、これはコミュニティの議論を経

てプロジェクトをやるというふうに国に一回出したものなので、海外の研究機

関といいますか、NASAが方針転換するのは読めなかったことだと思うのですけ

れども、結局、個別のLiteBIRDとJASMINEに関しては次の予算要求の話がきっと

今後出てくると思うのです。 

 それまでに個別対応でも仕方ないと思うので、やはり先ほどのフロントロー

ディングに載せるとか、XRISMの後の国際協力を勝ち取ってくるとか、シーズを

もうお持ちのようなので、やはり全力で解決策を次回出していただいて、それ

を議論する形にできないでしょうか。ここでこのミッションをやめますとか、

そういうのは性急に思います。これは宇宙科学として科学コミュニティの中で

学術会議とかで意義を認めてもらって出てきているものだと思うので、最大限

の努力を、次回までに案をつくっていただいて、今、NASAとの交渉もこれから

始まるという段階で歯切れの悪いお答えしかしていないのかなと思ったのです

が。 

○松井座長 いや、それは見込みがないと思う。要するに、落ちたものをすぐ

に予算をつけるという話はないと思う。 

○関委員 すぐにはないかもしれないですけれども、LiteBIRDの打ち上げまで

は４年ぐらいあるわけです。もし無理だったら、ほかの予算要求になるのかも

しれないですが。 

○松井座長 いや、だから、おっしゃっていることはそもそもそのとおりです

けれども、この委員会もそんなに余裕があるわけではないから、来月、再来月

とかでやったから、では、それが来年度の概算要求に結びつくかとか、そうい

う余裕はないのですよ。 

○関委員 今日決めないといけないということですか。 

○松井座長 極端なことを言えば概算要求が９月だとしたら、今の時点でどう

いうことが必要で、どうしても入れなければいけないという話がないと、来月

報告してもらってなどという余裕は、来年、どう乗り越えるかという話の中で

はないのですよ。 

 それで何で本日議論しているかというと、まだ間に合うかもしれないから今

日やっているわけであって、今日ある程度、本当はいろいろな答え、あるいは

ヒントになるようなことが出てくればそれがサポートできると思っていたのだ

けれども、今の話を聞いていると絶望的ですよ。だとすると、来年度の概算要

求で今までいろいろ頑張って230億円に戻そうとしてやってきた、この考え方が

そもそも成立しなくなってしまうわけです。だって、提案がないのだから、前

から文部科学省から言われている弾込めができないものを予算など取れないわ
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けです。 

 私としては、弾込めの弾として使えるものは何かないかという意味で今、こ

ういう場を設けているのですが、今の話を聞いていると私的には絶望的ですよ。

フロントローディングだって、そんな長期的にのんびりやっていくのなら、程々

そのぐらいでいいでしょうという話です。数億円ぐらいでやっていってくださ

い。 

 だって、これは我々の問題ではないから、宇宙科学研究所の問題なのだから、

宇宙科学研究所が必死になってこうしたいという案を何か出してくれないこと

には、さっきから関さんから言っていたように、具体的な案がないものをここ

では議論できないです。 

 ちょっと時間が全然足りなくなってしまったのですけれども、どうぞ。 

○常田座長代理 先ほど７つの項目の優先順位を國中所長にお聞きして、お答

えを頂いて、そのとおりかとも思うのですけれども、ちょっと違った角度での

コメントです。例えば３．項は土星に行くためのソーラーセイルです、４．項

はエアロシェルですというときに、これはどちらも非常に開発が大変で、両方

やれればいいけれども、JAXAとしてどちらがより大事かという点です。宇宙基

本計画に戻ると、中国が月に着陸していて、火星にも着陸すると宣言している

わけですよ。遅まきながら、SLIMでJAXAも月に行くけれども、火星には何の計

画もない。フォボスまで行く。だから、ポストフォボスということで、JAXAは

火星に着陸する必要があると思います。そのために４．項の技術が非常に大事

だと宣言すると、宇宙科学の外にいろいろな味方が出てくると思うのです。 

 一方、先ほどから議論になっているように、ボトムアップでミッションは決

めなければいけないから、火星より土星のほうが大事ですというと、そっちに

なってしまう面もあって、そこのところで宇宙科学研究所としては踏ん切りが

つかないような気もします。全体状況を考えたときに、宇宙科学への支援を得

るためには火星着陸というものが非常に大事になりえるので、４．項の位置づ

けは、もっと議論すべきというのが一つ。 

 それから、６．項の冷凍機なのですけれども、大変いい内容があるのですが、

担当メーカーが外国に売りに行くという姿勢が見えないのです。JAXAだけに依

存していても、冷凍機を使うミッションが定常的に有るわけでもないので、何

度も話したのですけれども、十分、外国に売れるすぐれた性能があるのですが、

リスクもあるのでと言って躊躇されます。イスラエルの宇宙用冷凍機会社は、

国際的にビジネスをしているようです。 

 そういう産業政策にリンクして、６．項もやらないと本当に維持できない。

宇宙科学のためだけに冷凍機開発をやっていてくださいというのは、担当メー

カーにかなり無理なことを言っているわけですよ。地球観測衛星での需要もあ
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るかもしれませんけれども、このフロントローディングの本筋の話とはちょっ

とずれているかもしれませんが、そこまで広げて考えないといけないのではな

いかという気がします。 

○松井座長 すみません。この議論は重要で、本当は何か結論を得たいのです

けれども、とても得られないので、取りあえず、この議題は終わりで、まだ幾

つか残っているのですよ。議題３「はやぶさ２に関する拡張ミッションの強化

やサンプル分析への戦略的な取組」について議論したいと思います。 

 JAXAから説明をお願いします。 

 

【JAXAから資料４について説明】 

 

○松井座長 ありがとうございました。 

 それでは、質疑をお願いします。これも重要な問題で、サンプルリターンと

いうものが日本の柱だとすると、サンプルを持ち帰ってから以降をどうするの

かという体制、資金、研究費等の配分の問題と、いろいろなものが全部、ここ

に含まれているのです。そういう意味で、これも非常に重要な問題で、これも

来年度の概算要求の中に入らなければいけない話なので、今日は問題がたくさ

んあり過ぎるのですが、議論をお願いします。 

 皆さん考えている間に私がまとめますと、ここで多分、10ページは宇宙科学

研究所からの提案だと思うのですよ。サンプルリターンして、従来だったらキ

ュレーションして配分するまでしか宇宙科学研究所は関わらず、あとはコミュ

ニティがやってくださいと。ところが、コミュニティにやってくださいといっ

たときに、コミュニティは研究費をどこから取ってくるかというと、科研費で

取ってくるわけですよ。そうすると、戻ってきて、初期分析が終わった後から

初めて科研費が申請できることになるから、これは研究としては明らかに１年

以上先になるわけです。 

 一方で、海外はそれとスキームが違うから、その時点で研究が開始できると

すると明らかに、サンプルは持ち帰ったけれども、成果の創出は外国のほうが

有利になってしまうというのが今のまま行くと考えられるケースなわけです。

それをどうすればいいのかというのが実は一つの考えがここに出ていると思う

のですが、これでいいのかどうかというのが、焦点を絞って言うと、そこが非

常に重要な問題です。 

○関委員 科研費云々はほかの分野も宇宙科学に関連するところは似たような

状況はあると思うので、それはコミュニティで何とかできることのような気が

するので、そこはどうかなとは思います。しかし一方で、やはりMMXとか宇宙科

学のほかのミッションに今後資するような、単発ではなくてプログラム化して



22 

 

人材を戦略的に育てていくのはすごく大事だと思うので、そういう面ではこう

いうものを「はやぶさ２」だけではなくて、今後のサンプルリターンミッショ

ンを日本としてプログラム化していく中で中心的に活躍できる優秀な研究者を

育てていくのはすごくいいアイデアかなと思いました。 

○松井座長 そういうことです。 

○JAXA（藤本副所長） ありがとうございます。 

 10ページの資料にあるテニュアトラック助教というものは、ある年数の間に

活躍して、あなたは将来リーダーになるのですという人を採る仕組みです。今、

おっしゃったような意味での意識づけをしながら進めていきたいと思っていま

す。 

 それと「はやぶさ」のときはとにかく誰も、何をやっていいのか、よく分か

らなくて、ばたばたした部分があったのですけれども、一番の反省は、サンプ

ルが返ってくるまでサンプルを分析する人は何もしませんねというわけではな

いということ。分かってしまえば当たり前なのですが、それをちゃんと理解し

ましたので、そこでの反省を踏まえて、今、おっしゃったような意味で、でき

るだけ若い人、かつ将来リーダーになるような人をこの仕組みの中に取り込ん

でいければいいと考えております。 

○松井座長 今、ちょっと先走って言いましたけれども、２つあるわけですよ。

探査機そのものの運用という問題があって、戻ってきてもそれで終わりになる

わけではないから、その後、何をするのかという問題と、サンプルを持ち帰る

のだから、そのサンプルをどうするのか。それで、サンプルリターンを今後、

日本の惑星探査の柱とするのならば、そのサンプルリターン後の体制、あるい

は成果を出す体制をどう構築していくのか。 

 最初の問題は、今まで運用をやってきたわけだから、基本的にはそんなに問

題ない。予算をつければ済むような問題なのですが、後のほうの話はこれまで

なかった話ですから、どういう体制をつくって、どういう予算措置をしてやっ

ていくのか。関さんは同じことだと言うけれども、物質科学の連中にとっては

全然初めての経験だから、そんな運用のときのいろいろな分析の話と全く違う

話なので、何か体制を考えないと難しいということです。 

 どうぞ。 

○山崎委員 ありがとうございます。 

 継続運用にしても、こうしたサンプル解析にしても、やはり次年度、戦略的

に予算確保をしていくことが大切だと思っています。 

 そのサンプル分析に関してなのですが、資料の５ページですと、例えば

OSIRIS-RExサンプルのキュレーション設備の整備を掲げているのですが、分析

に関しては基本的にコミュニティが主体となって、その支援という位置づけだ
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という御説明があったと思うのですが、そのサンプル分析にもかなり装置が必

要になってくると思うのです。 

 戦略としては、装置はJAXAのほうで備えて、それをコミュニティが使えるよ

うにするのか。それとも、どこか戦略的にコミュニティ側に設けるようにする

のか。関さんもおっしゃっていたように、今後に向けて、どちらがいい選択か

ということは考えているでしょうか。 

○JAXA（藤本副所長） 装置に関しては外に、例えば大学共同利用であったり

とか、SPring-8みたいな放射光施設であったりとか、分析に特化した機関にあ

るものを活用する。全てがJAXAでやるという方法は取らないつもりで考えてい

ます。 

 その理由は、例えば探査機に積んでいる観測機と、サンプルを持って帰って

きたときに地球でやる観測機器といいますか、分析機器でちょっと考え方が違

います。探査機に積んでいるものはやはり探査機にかなり制約があって、電力

であったり、いろいろな制約があるので、JAXAがいろいろ開発するのですけれ

ども、地球上にあるといいますか、我々がふだんラボで使っている分析機器と

いうものはほかの別途の用途とか、例えば電池開発とか素材開発とか、いろい

ろなところで独自に究極に開発されているものがあるので、それを使ったほう

が有効であって、それをサンプル分析に活用する。 

 ただ、彼らはサンプル分析だけが仕事ではないので、そこに我々はてこ入れ

をしなければいけないというところで10ページ目にあるような、まず人材を配

置するようなことを提案させていただいています。 

 以上です。 

○山﨑委員 ありがとうございます。 

 そうすると、サンプル分析は装置自体はもう既に汎用型のものがあって、そ

れをむしろ使える人材を育成するほうが大切であるということですか。 

○JAXA（藤本副所長） はい。 

○山﨑委員 ありがとうございます。 

○松井座長 あとは研究費ですね。そういうことをするためにはいろいろ経費

がかかるので、その経費を科研費で賄うとなると戻ってきてから、科研費に応

募しないといけなく なるわけで、そうすると、それは何年か先の話になって

しまうわけです。それをどうするのかというのがこういうサンプルリターンミ

ッションのときには新たな問題として出てくるので、それをここで議論してほ

しいということです。 

○山﨑委員 ありがとうございます。 

○松井座長 聞いたら、コミュニティは別に科研費で構わないと言っていると

いうのですけれども、それは本当ですか。 
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○JAXA（藤本副所長） もちろん、例えばこの機械を買ってあげますと言った

らノーと言う人はいないと思うのですけれども。 

○松井座長 いや、機械を買う話ではなくて、研究費です。 

○JAXA（藤本副所長） 少しだけ松井先生がおっしゃったことを訂正すると、

サンプルが返ってくることは何年か前から分かっているので「はやぶさ２」の

メンバーもそうですけれども、結構な額の科研費を準備してあるところはある

ので、来年、再来年、自分たちが「はやぶさ２」のための分析で使用するため

の科研費はもう競争的に結構確保されています。 

○松井座長 共通的にということですか。 

○JAXA（藤本副所長） 競争的な科研費を確保しています。 

○松井座長 そんな分からないところでちゃんと許可が出ているのですか。科

研費の審査が通るのですか。 

○JAXA（藤本副所長） それは、例えば手前みそですけれども、新学術はまさ

にそれで通していただいて「はやぶさ２」にというよりは「はやぶさ２」を含

むようなサンプルリターン、地球外物質試料の分析でとか、そういう切り口で

みんな頑張っていただいています。 

○松井座長 それは通っているのですね。 

○JAXA（藤本副所長） 新学術は一つ通っています。それ以外にも基盤Ａとか

Ｓクラスの結構大型のものを通させていただいています。 

○松井座長 では、さっき私が心配したような問題はないということなので、

結局は人の問題に行き着くとこういうものが答えになるかもしれないというこ

とですね。 

○JAXA（藤本副所長） あと、これは人を雇うといいますか、リーダーになる

ような人を雇うと言ったので、それなりの活動費のサポートもする所存でいま

す。 

○松井座長 ちなみに、これは来年の概算要求に入れるような内容ですか。 

○JAXA（藤本副所長） はい。こちらの５ページの国際的なビジビリティーで

あるとかというところに入っている話です。あるいはキュレーション設備の整

備という中に入っている話です。 

○松井座長 これは何人ぐらいを考えているのですか。 

○JAXA（藤本副所長） テニュアトラック助教、リーダー候補は１人ですけれ

ども、それ以外に研究員として５人ぐらいを考えていて、一人当たり、普通の

人で多めの研究費を出すようなことも考えています。 

○松井座長 それは大学に戻るのですか。さっきの話ですと、宇宙科学研究所

というよりは大学に戻るようなことを意図していますか。 

○JAXA（藤本副所長） そうです。 
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○JAXA（國中所長） テニュアトラックの場合には、３分の１は外に転出する

設計をしておりますので、ある一定量の人たちは大学に戻ってもらうというこ

とを想定しています。もちろん、宇宙科学研究所だけで抱え込んだ組織づくり

ではなくて、大学との広いネットワークがつくれるような将来設計という意味

も含めてのことなのです。 

○松井座長 そういうものは具体的に大学と何か連携して話はしているのです

か。 

○JAXA（國中所長） いや、そこまで戦略的なことはしておりません。 

○JAXA（藤本副所長） 成果は出るのでしょうけれども、そういう議論には必

ずなると思います。 

 今、所長が申し上げたように、この議論は割と、先ほど竝木先生がおっしゃ

ったようなところと同じような話になってきて、物質分析といいますと、今ま

ではやはり何か面白いサンプルがあったら、それを分析して、結果を出します

という世界だったと思います。一方、松井座長のおっしゃっているように、サ

ンプルリターンがあって、ミッションそのものも支えなければいけないという

マインドも出てくる中で、JAXAにもそれなりの人が必要となる。大学でもやは

り人は必要ですねという議論になっていくと思います。「はやぶさ２」でも分

析で結果が出るので、そういったある種のコミュニティ再形成というのですか。

そういったことが進められるものだと期待しています。 

○常田座長代理 今のキュレーションとかサンプルのアナリシスで、本当に科

研費レベルで済むかどうかというのはよくよく確認する必要があると思ってい

ます。今の「はやぶさ２」のキュレーションセンターを宇宙科学研究所につく

るときにお金がなくて非常に苦労して、当初はとても今の規模でできる見通し

がなかったのですけれども、圦本先生が北大から来て、メーカーのことも知り

尽くしているから、３分の１ぐらいの額でセンター構築をやってくれたから辛

うじてできて、本来の「はやぶさ１」のやり方でキュレーションセンターをつ

くっていたら、今頃、お金がなくてできていないですね。 

 ですから、サンプルリターンをJAXAの目玉として通すなら、MMXとかCAESARま

でを一気通貫に見通した設備投資が要ります。それを全部、科研費でやります

と、今、当事者が言い切ってしまっていいのかというのは、問題だと思います。 

○JAXA（藤本副所長） キュレーション施設と科研費でやろうとしている初期

分析はちょっと違って、キュレーション設備とか施設はやはり探査機といいま

すか、ミッションにひもづけられているもので、それは多分、科研費でやれる

ようなレベルではないですし、何々ミッションをするためにこの装置が必要だ

と科研費にかけないと思うのですよ。 

 一方で、初期分析のほうは、その技術を使って汎用性があるようなもので科
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学的に発展性があるので、結構かけるシーンが実際そうなっているので、ちょ

っとキュレーションの設備とは少し違う。 

○松井座長 いや、僕がさっき言ったのは、実は初期分析ではない。もっと本

当の研究のほうにどうつなげるかというところで日本が成果を出さなければし

ようがなくて、初期分析など、そんなものは誰でもできるようなもので、これ

はどういうものですと同定するようなものなのだから、それは僕は研究とは思

えない。 

 だから、僕はあなたの答えはその先の話だと思ったわけです。 

○JAXA（藤本副所長） その先は科研費でやっていきます。 

○松井座長 だから、先の話は本当にどうなるか分からない話に新学術で科研

費がよくつくと思っています。初期分析は分かります。初期分析はしなければ

いけないけれども、初期分析の結果を踏まえて何をやるかというのをみんな頭

をひねって考えるわけではないですか。それが研究ではないですか。それをあ

らかじめ科研費で出しておくのは、私には理解し難い。 

○JAXA（藤本副所長） 「はやぶさ２」の例で言いますと、例えばＣ型、炭素

質コンドライトに近い小惑星物質が返ってくる。それはどういう有機物が入っ

ていてという、ある程度の仮定の下に積み上げていったときに、太陽系の水や

有機物がどういうふうに分布しているのかを知るためにはどういう分析が必要

だということで、例えば具体的に言いますと、放射光施設に１個「はやぶさ２」

の分析といいますか、地球科学のためにビームラインを作っていただいたりと

か、そういう努力はできてはいます。 

 そうすると、ビームラインはずっと24時間使っているうちの、例えば半分は

「はやぶさ」の試料の分析に、来年以降になるかもしれませんけれども、残り

の半分はほかの地球物質とか隕石試料とかに配分されるようなイメージのマネ

ジメントにしています。 

○松井座長 ちょっと時間が迫っていますので、何かほかにありますか。 

 これはこれで了承ということでいいですか。「はやぶさ２」のリターン後の、

これは何年ぐらい続けるわけですか。この予算的な措置というものは、サンプ

ルリターンという場合には戻ってきてからですか。 

○JAXA（國中所長） これはサンプルリターンではないです。ワンウエーにな

ります。ランデブーまでです。 

○松井座長 違いますよ。サンプル分析の話です。 

 サンプルリターンは何年ぐらいのスケールのことを考えているのですか。 

○JAXA（藤本副所長） ざっくり５年ぐらいです。例えばテニュアトラック助

教の方は５年間で成果を出して次のポジションにアップグレードしてください

という話ですし「はやぶさ」の様子を見ていても、やはり一番の旬は最初の５
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年だったように思います。 

○松井座長 MMXにはどうつなげるわけですか。 

○JAXA（藤本副所長） ちょうど今、５年という期間が、例えば2025年とか2026

年というものはMMXのチャンバーの設計が終わって、発注が終わるぐらいの時期

で、そこからまた2029年のサンプル帰還に合わせて具体的な作業がちょうど始

まるようなときに人材がぱっと、このテニュアトラックの人材がどんと入って

くるようなイメージです。 

○松井座長 これはMMXに向けての人材養成という意味合いもあるわけですか。 

○JAXA あります。10ページ目に書かせていただいたように、MMXのキュレーシ

ョンの基礎技術開発なども、例えば５人全員がどっぷりといいますか、合計で

はないかもしれないですけれども、入っています。 

○松井座長 ほかに何かありますか。よろしいですか。 

（首肯する委員あり） 

○松井座長 もう一つ議題があるのですよ残りの時間で。 

○川口参事官 こちらは多分、議題１とセットである程度議論したので、もし

さっきの続きがあれば。 

○松井座長 議題２で「宇宙科学・探査ロードマップの改訂について」という

ものがリストアップされているのですが。 

 これは、JAXAからの資料は同じですか。 

○川口参事官 はい。それでさっき、実は既にまとめて國中所長からも御説明

いただいた部分になっています。 

○松井座長 では最後、ちょっと時間は本当にあと数分程度しか残っていない

のですが、宇宙科学・探査ロードマップの改訂という作業が多分必要だろうと

思うのですけれども、どうすればいいのかということで、永田委員がいろいろ

指摘されていましたし、皆さんこういうことが望ましいということを指摘され

ていたので、それを踏まえて新たなロードマップの作成に多分取りかかっても

らわなければいけないのだろうと思うのですけれども、この議題について何か

ありますか。 

○関委員 先ほど、あまり結論がないという感じで終わってしまったのですけ

れども。 

○松井座長 結論がないというのはどこの部分ですか。 

○関委員 具体的に。 

○松井座長 要するに、LiteBIRDとかJASMINEに関してですか。 

○関委員 それではなくて、先ほどの中に戦略的海外の議論もあったと思うの

ですけれども、やはりせっかく宇宙基本計画でクローズアップしたので、工程

表で幾つも結構打ち上げ年度が迫っている具体的ないい計画がありそうなので、
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それを大々的に拡充していくことも、この新しい基本計画の中ではやったらい

いことなのかなと思いました。 

 以上です。 

○松井座長 多分、それはこの３つを併記するよりは、何か工程表的には１つ

ずつやっていくような格好にせざるを得ないと思うのですけれども、先ほど説

明があったように、Heraが最初でしたか。 

○JAXA（國中所長） はい。 

○JAXA（藤本副所長） しかもHeraは「はやぶさ２」の拡張ミッションとテー

マを同じくしますので、説明はしやすいかなと思います。 

○松井座長 最後、その点だけ、よろしいですか。今のことでよろしいですか。 

○永田委員 今、１本の線になっているものを個別に書く。 

○松井座長 いや、だから、工程表の中に戦略的海外でこれとこれとこれと書

くのはあまり望ましいことのようには思えないわけで、１つずつ毎年、これを

やり、これをやりというほうが工程表的にはいいと思うのですけれども、どう

でしょうかということを聞いているわけです。その場合にはHeraが一番最初だ

と。 

○関委員 宇宙科学研究所として、そういう順番であれば、やはり１つ新しく

出るのが大事だろうと思いました。 

○松井座長 よろしいですか。 

○永田委員 特に反対はないです。 

○松井座長 ありがとうございました。 

 宇宙科学・探査ロードマップの改訂については、この後、別にまた何回か議

論する機会がありますので、その際に発言していただければと思います。 

 最後に、事務局から今後の日程等について説明をお願いします。 

○川口参事官 最初に説明したとおり、今後、宇宙科学・探査小委員会は９月、

10月、11月に開催するということで今、先生方からの日程の都合を頂いていま

すので、それを見て、集まり状況を見て、また開催日を決定して皆様に御連絡

させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○松井座長 あと、最後に、先ほどの件ですけれども、LiteBIRDと小型JASMINE

についてどうするのかという話は、９月の委員会に間に合えば宇宙科学研究所

から考え方を説明してもらいます。 

 それでは、今日の議題は全部終わりましたので、本日の会合を閉会したいと

思います。ありがとうございました。 


